


　継続は力なりと申しますが、今回で８年目を迎えた地域活性化プログラムにこの言葉があて
はまるでしょうか。指導教員が入れ替わったりテーマが変わったりで、最初から同じテーマで
続いている取組はそれほど多くはないのですが、学園祭などで８年間の成果を一覧できるよう
になっていたりするのを見るとちょっとした壮観です。昨年度から文科省の「地（知）の拠点
整備事業（COC）」の一環としての位置づけがなされ再スタートしましたが、当初の意気込み
が指導教員によみがえったのではないかと期待しています。
　地域活性化プログラムは、学生が地域の中に入っていって地域の課題を解決していこうとす
るものですが、その実は地域による学生活性化プログラムでもあります。つまり我々教員が講
義やゼミ各種の演習を通じて学生を教導するだけでなく、さまざまな形で地域の方々と接し、
時に怒られ時には褒められるという体験を積むことによって学生が実社会に出た時の「コミュ
ニケーション能力」を飛躍的に伸ばせる可能性が期待されているのです。
　またプログラムはチームで共同作業を行うものなのですが、率直にいってメンバー間にはい
ろいろと温度差があります。時間を守らない、割り当てられたタスクをちゃんとやってこない
等さまざまなドタバタが起きていること、これも実社会の縮図であるかと思えます。こうした
困難を乗り越えることを通じて成長していく学生が増えています。
　これまでのプログラムの中で学生と地域の方々がいろいろな形で接触し、さまざまな活動を
行ってまいりました。中には「若い学生さんが地域の中に入ってきてくれるだけで充分です」
というご意見もありましたが、さらにプラスしてもっと地域のためになることをしなければな
らないと考えています。
　本学は開学以来、「去華就實」「社会に役立つ人間となれ」をモットーとしています。ただ役
に立つかどうかを決めるのは社会であり他人です。ここで独りよがりがあったり、根拠のない
独善があったりしたのでは真に「役立つ」人間にはなれません。つまり上のモットーは、自ら
に対する客観的な認識に裏付けられた自身が必要になってくるということです。いろいろな人
たち－関係者から率直な評価をもらえることは、成長途上の学生にとって得難い機会であるか
と思います。あとはその評価をどう活用していくかということですが、この点はまだ学生次第
ということになりますので、このあたりも我々は考えていかねばならない点であるかと思って
います。
　地域交流、実社会との連携を行っている教育機関は他に数多くあると思います。東日本大震
災の後も、被災地の支援を正課の中で取り上げた大学があると報告されています。ただ、本学
のような形で長期間地域との関係を築き上げているものはあまりないのではないかと自負して
います。地域の方々、特に学生と接することになる各位にはご迷惑なことかも知れませんが、
次世代の若者の成長のためによろしくお願いする次第であります。

平成２７年３月
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長岡大学は、文部科学大臣が認証する財団法人日本高等教育評価機構によ
る大学機関別認証評価を受け、平成22年３月24日付で、「日本高等教育評
価機構が定める大学評価基準を満たしている」と「認定」されました。
認定期間は、2009年４月１日～2016年３月31日です。2009.4-2016.3
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　權ゼミでは、2011 年度から十分杯の広報活動を行ってきました。そのきっかけですが、權ゼミはも
ともと企業見学を通して現実経済や経営に対する理解を深めることを目標としておりました。たまた
ま、長岡の工業の成り立ちを学ぶため、長岡歯車資料館を見学しその帰りに十分杯に遭遇しました。
学生たちも小生も皆そのからくりとメッセージに惹かれました。その後、今はゼミのアドバイザーに
なってくださっている太刀川喜三様の十分杯展示会に偶然足を運ぶことになりました。その後、十分
杯の講演会があることがわかりました。その時の講師が、現在、太刀川様とともに本ゼミのアドバイ
ザーになってくださり、何と以前の見学先だった長岡歯車資料館の館長の内山弘様でした。きっとご
縁があったと思います。その講演会に参加して以来、学生たちも小生もぜひ十分杯にかかわる活動を
始めようと心に決めました。
　１年目は、地元の若者が地元の歴史を学び、それを知らせていこうとする活動ということで、テレ
ビや新聞の取材を受けました。初めての体験で、学生たちも小生もわくわくした記憶がございます。
そして、活動の目標は十分杯の認知度を高めることに設定しました。また、活動開始にあたって、か
らくりの仕組みをわかりやすく伝えるためにオリジナルの紙コップ十分杯を製作して広報活動で配布
しました。月１回ほどアオーレ長岡で暑い日も寒い日も活動を行いました。これにより、チームワー
クが良くなり、多少ではありますが人さまとのさりげない会話ができるようになりました。
　２年目は、認知度の低さがそもそも問題でしたが、どれだけ低いかを確認しようではないかという
ことで、長岡駅周辺でアンケート調査を行いました。授業でとったアンケート調査法をフルに活用し
卒業論文に仕上げました。また、秋にアオーレ長岡で開催された酒の陣という大きなイベントに十分
杯専用の立派なブースを長岡市が用意してくださり、私たちも力が入りました。
　３年目は、主に、十分杯が長岡に初めて入った当時の経済・社会状況はどのようなものだったかに
ついて、文献研究を行いました。元禄時代の経済・社会の状況を知るようになったり、十分杯と深い
かかわりのある３代藩主についてのいくつかのエピソードを見つけたりすることができました。また、
50 点ほどで数は少ないですが、それでもおそらく世界一多い十分杯のコレクションを学食の脇のショ
ーケースに展示しました。
　４年目の今年度は、着実に行ってきたお蔭で、それなりの収穫がございました。第１に、昨年に引
き続き綿密な文献研究を行いましたが、多くのことがわかりました。それを年表という形にすること
ができました。第２に、地域の関係者と意見交換をはかる目的で「十分杯会議」を初めて開催しました。
非常に意義深い会であり、来年度以降も開催に向けて努めてまいります。第３に、同会議で提案した、
観光列車「越乃シュクラ」と十分杯のコラボレーションのアイディアが、今年の３月から越乃シュク
ラ内で十分杯での試飲や広報活動ができるようになりました。また、‘満つれば欠く’ という教訓につ
いても深く勉強することができました。
　最後に、アドバイザーの二方、權ゼミの卒業生の皆さん、十分杯会議に来てくださった皆様、長岡
コンベンション協会の皆様、初年度助成金を出してくださり、毎年酒の陣で立派なブースを用意して
くださる長岡市の皆様、そして、私どもの活動をバックアップしてくださる本学の事務方の皆様にこ
の紙面を借りて深く感謝申し上げます。

平成 27 年 3 月

― 十分杯で長岡を盛り上げよう ―
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